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1. はじめに 

 近年、大気圧プラズマの農業分野における利

用が注目を集めている中、我々は電荷中性ラジ

カルだけを溶液に照射して活性化したラジカ

ル活性溶液について研究している。フェニルア

ラニン(L-Phe)溶液を用いた場合、96 時間以内

に大腸菌数が 6 桁減少する殺菌効果を有しつ

つ、同時にカイワレ大根の栽培で全長が 99%

促進することを見いだした。[1] 本研究では、

L-Phe溶液へのラジカル照射時間を変え、カイ

ワレ大根の成長促進を評価した。 

2. 実験 

 L-フェニルアラニン(L-Phe)を 80mM 溶解し

たリン酸緩衝液(pH:6.3)に対し、大気圧ラジカ

ル源（導入ガス総流量を 5 slm、酸素ガス流量

比 O2/(Ar+O2)を 0.6 %）を使用して中性酸素ラ

ジカルを溶液に最大 10 分間の時間で処理した。

カイワレ大根を発芽させた後に、上記ラジカル

活性L-Phe溶液中で 48hの期間培養(温度 22℃、

湿度 60%)した後、その茎長を測定した。 

3. 結果と考察 

 図 1 に異なるラジカル照射時間で作成した

L-Phe溶液を使ってカイワレ大根を水耕栽培し

た時の結果を示す。前回、5min 以上の照射時

間で殺菌効果が得られており、今回 5 と 7min

の照射時間でカイワレ茎の平均長さが最大

+102%伸長し、ラジカル処理 L-Phe溶液を用い

たカイワレ大根栽培において、平均茎長が倍に

生育する成長促進効果が得られた。 

溶液中の L-Pheが、電荷中性酸素ラジカルの

照射によって反応し、5min 照射時に大腸菌に

は殺菌因子となり，カイワレダイコンには成長

促進として働き，10min照射時には成長因子の

過剰濃度によりカイワレダイコンの成長が抑

制されたか、新たに成長抑制成分が生成された

ものと考えられる。 
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Figure 1. Average shoot lengths of radish sprout 

after hydroponic cultivation for 48 h in the 

oxygen-radical activated L-Phe solution. 
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